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	応用
	抗原情報
	背景
	サイクリン依存性キナーゼ2関連タンパク質1 (CDK2AP1) Homo sapiens この遺伝子によってコードされるタンパク質は、サイクリン依存性キナーゼ2 (CDK2) 関連タンパク質であり、モノマー性CDK2を隔離し、CDK2をタンパク質分解の標的とすることで、CDK2の活性を負に制御すると考えられています。このタンパク質はDNAポリメラーゼα/プライマーゼと相互作用し、大きなp180サブユニットのリン酸化を媒介することがわかっており、細胞周期のS期におけるDNA複製の制御的役割を示唆しています。このタンパク質は、胚性幹細胞の分化をエピジェネティックに制御するヌクレオソームリモデリングおよびヒストン脱アセチル化 (NURD) 複合体のコアサブユニットも形成します。したがって、この遺伝子は細胞周期とエピジェネティック制御の両方で役割を果たしています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。 [RefSeq提供、2012年7月],類似性:CDK2APファミリーに属します。,
	研究分野
	-
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	CDKPA1抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CDKAP1 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：500に希釈したDOC-1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

